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こばやしけながやもん　小林家長屋門

せいがんじろうもん　誓願寺楼門

県指定
所在地：西新町

市指定
所在地：魚屋町

文化年間（1804～18）
に、篠山藩第12代藩主青
山忠裕
ただやす

が、その老女小林
千衛のために修築した屋
敷の長屋門である。篠山
城の西堀端に面し、武家
屋敷の大半が消滅した今
日、当時の面影を伝える
貴重な建物となっている。
入母屋造、茅葺屋根の
構造で、内部には上段の
間、物見（見晴らしの窓）
等を設け、篠山城下町の
武家屋敷門を代表する遺
構となっている。

誓願寺は天誉覚山上人
（足利義輝の子）が、八上
城主波多野秀治の保護を
受けて天正年間（1573～
92）八上城下に創建した
寺で、篠山築城により慶
長15年（1610）現在の地
へ移築したものである。
一間一戸、重層屋根入母
屋造、本瓦葺の四脚門で、
修理は施されているもの
の室町時代の建築様式を
残している。


